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高校生が混沌としたコロナ禍の

日々において、進路検討のための情

報収集をどの程度行うことができて

いたのかを見てみたい。

進学先として検討した学校数につ

いて尋ねた結果、「興味関心を持った

校数」「資料請求した校数」ともに

2019年の調査と比較して減少してい

る（図表1）。高校生が認知し情報を

る」機会が失われたことの影響は、図

表2の「コロナ影響を受けて進路検討

に際し困ったことについて」の回答

にも顕著に表れている。

また、同じ設問において「特にない」

という回答をした高校生も2割以上

存在しており、十分な進路選択検討が

できていないがゆえの状況である可

能性が高いとも考えられそうだ。 

得た学校からしか選ばないとすれ

ば、昨年までの状況であれば高校生

が志望校検討の俎上に乗るはずだっ

た大学が、その機会を失ったとも言

えるだろう。

また、志望校決定における重要な

情報源であるオープンキャンパス

（以下OC）がリアルで開催されず、高

校生が大事にしている「雰囲気を知

2020年度がどのような年であった

のかについては、あらゆる場所で語

り尽くされているといってもよいだ

ろう。もとより高大接続を目的とし

た入学者選抜の改革元年と言われ、

全ての受験生にとって先人のいない

チャレンジへの不安が高まっていた

なか、新型コロナウイルス感染拡大

という有史以来誰もが経験したこと

のない危機に社会全体が直面し、高

校生を取り巻くあらゆる状況が混

乱、一変した年である。

リクルート進学総研においても、

昨年夏に高校2年生及び3年生を対

象に「コロナウイルス感染拡大によ

る進路選択影響調査」を実施し、感染

拡大によるその混乱の渦中で、高校

生達が何を考えどのように行動して

いるのかについて把握した（本誌225

号「高校生の進路選択に 『今』何が起

きているのか」参照）。そして想定外

の高校生活を余儀なくされた１年

を、年度が終わる2021年3月に、改め

て彼・彼女達に振り返ってもらい、進

路選択行動を明らかにするための調

査を実施した。新たな進路選択をし

た2021年卒の生徒（現大学1年生）達

と、先輩達の様子を近くに見ながら

自らの検討を進め、決定の年を迎え

た2022年卒予定の高校生の意識につ

いて、その一部を紹介したい。

なお、例年との比較をするために、

3年に1回、進路選択行動を把握する

ために実施している調査「進学セン

サス」※1との比較を行っている。

また、以降、調査当時高校3年生で

この春卒業した学生を「21卒」、現高

校3年生を「22卒」と記述する。

図表1	 興味関心を持った校数と資料請求をした校数（単一回答）

	 情報を収集した学校がともに平均で1校ずつ減少している。

図表2	 新型コロナウイルス流行の影響を受けて進路を検討するにあたり
	 困っていたこと /困っていること（複数回答）

	 OCに関わりのある項目がトップ2。「困ったことがない」という層も約2割。
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特集 コロナ×入試改革をどう乗り越えたのか高校生の変化対応力1

調査名 コロナウイルス流行による
進路選択行動影響調査 2021

調査目的
入試改革×コロナという変化変動の中で
進路検討を余儀なくされた高校生の
進路選択行動を把握する

調査対象 全国の高校 2 年生、高校 3 年生（調査期間段階）

調査期間 2021/03/08 ～ 2021/03/18

調査手法 WEB 調査

依頼数 33656 調査依頼した対象者数

有効回答数 2610（高2（22卒）：1292　高3（21卒）：1319）

集計対象数 2118（高2（22卒）：1053　高3（21卒）：1065）

回収率 7.8 % 実施機関：リクルート進学総研

調査概要

■21卒 調査数 ■22卒 調査数

高校
所在地

北海道 28

受験
検討
方式

一般選抜 711
東北 52 共通テスト利用入試 455
北関東・甲信越 108 総合型選抜 199
南関東 384 学校推薦型選抜（公募制） 235
北陸 21 学校推薦型選抜（指定校） 273
東海 109 まだ決めていない 95
関西 226
中国・四国 60
九州・沖縄 77

高校
所在地

アーバン 720
ローカル 346

4月進学先
合格入試

一般選抜／共通テスト利用入試 524
総合型選抜 83
学校推薦型選抜（公募制） 148
学校推薦型選抜（指定校） 259

新型コロナウイルス流行は
高校生の進路選択に
どう影響したのかを振り返る
──	リクルート進学総研「コロナウイルス流行による
	 進路選択行動影響調査」より

新たな入試制度の中で進路選択を迫られることとなった高校生達は、
折しも人類の誰もが経験したことのないウイルス流行という危機にも見舞われることとなった。
前例や経験が通用しづらい、変化の激しい状況の中で、何を考え、どのように行動したのか。
2020年度末に1年を振り返る形でその実態を彼・彼女達に尋ねた。
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ている。しかし積極的に参加したい

ものとはなっていなかったようだ。

このように多くのOCに参加する

ことが叶わなかった21卒の高校生だ

が、実際に進学した大学のOCには参

加できているのだろうか。

図表6で進学先へのOC参加経験

を聞いた結果を示しているが、35％

の学生はOCに参加することなく入

学を迎えている状況であることが分

かる。これは、進学センサス2019よ

りも6.8ポイント増えたという結果

だ。一般選抜においては、半数近い

学生はOCに参加していない。OC

での体験・体感を通じて自分に合う

ション・ポリシー（以下AP）の認知

度と役立ち度」から推察してみる。

APについては、高3だった21卒で

は60%が「名前も意味も知っていて、

個別校について調べたことがある」

と回答していることから、一定浸透

しているようだ。またAPを知って

いる高校生のうち、「役に立った」と

いう回答は9割近くにもなった。高

校現場でもAPの内容を活用して志

望校検討をする進路指導が年々進ん

でおり、このコロナ禍においても少

しずつではあるが情報収集段階にお

いて不可欠なものとなってきたこと

の表れかもしれない。

大学かどうかを決める学生が多いこ

とを鑑みると、その経験を経ずに入

学したことによってアンマッチ感を

抱き、ひいては中退につながるリス

クも懸念される。

一方、リアル開催・WEB開催いず

れかの形でOCに参加したと回答し

ている学生は6割以上だが、このうち

リアル参加は46%であり、リアル参

加できていない学生は、求めていた

「雰囲気・校風の体感」が得られない

ままに入学している可能性がある。

ちなみに、大学がどのような学生

を求めているかという情報は収集で

きていたのかを、図表７の「アドミッ

受験生がどの程度OCへの機会を

失っていたのか。図表3「学校主催の

OC参加校数」にある通り、進学センサ

ス2019が平均3.9校であったのに対

し昨年は2.5校に減少している。入試

方式別で見ると、検討期間が短い総合

型選抜や学校推薦型の減少幅が大き

い。OC参加を通じた情報が十分に

得られないまま入学を決めた学生が

例年より増えていると考えられる。

また、参加したことのあるOCの開

催 形 式を聞いたところ（図 表 4）、

WEB OCへの参加経験は3割にとど

まっている。さらに、今後参加した

い開催形式についての設問に対する

回答（図表5）でも、キャンパスへ行く

OCへの参加意向は8割と高く、WEB 

OCと比べると約2倍の結果となっ

た。別の設問において、WEB上で

OCが開催されていることを9割近い

高校生が認知していることが分かっ

図表3	 学校主催のOC参加校数（単一回答）

参加校数は1.4校減少。年内入試（総合型、学校推薦型）での減少が大きい。
図表6	 進学先のOCへの参加経験（単一回答）

35%の学生はOCに参加しないまま入学している。

図表4	 参加したことのあるOC開催形式（単一回答）

WEB OCへの参加は3割程度。また高２のOC参加は約6割。

図表7	 アドミッション・ポリシーの認知度と役立ち度（単一回答）
（役立ち度：アドミッション・ポリシー「名前も意味も認知しており、個別大学について調べたことがある」回答者／単一回答）

個別校のAPを調べた高校生が6割に及ぶ。役立ち度も高い。

図表5	 今後参加したいOC開催形式（単一回答）

参加意向が高いのはリアル開催のOC。WEB OCの約2倍。
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情報収集段階においては少なから

ずコロナウイルス感染拡大が影響し

ていたが、その後の志望校決定や出願

や入試の段階においてはどのように

影響したのかを見たところ、高校生が

リスクを回避した安全志向が垣間見

える結果となった。

図表8は「コロナの影響を受けて第

一志望校を変更したか」を尋ねたもの

だが、9割近い学生はコロナによる影

響は「ない」という回答をしている。

しかし、第一志望を変更した理由につ

いての問いに対しては、「学力に合わ

せた」が最も多く、次いで「興味のある

分野が変わった」「取りたい資格が変

わった」「経済的な事情」「地元に残る

ため」と続いており、第一志望校変更

においてコロナウイルス蔓延が社会

に与えた被害が遠因となっている可

能性は否定できない。

特にアーバンとローカル※2で比較

すると、「地元を出るつもりだったが

残ることにした」「移動を伴う都市部

での受験を避けるため」には10ポイン

ト以上の差があり、コロナが影響し、

地元への残留率が高まった理由と

なったと推察される。

次に、出願の状況を見てみたい。高

校生一人当たりの出願件数について

は、図表9にある通り進学センサス

2019と比較して減少している。出願

を1件に絞る学生が増加しており、エ

リア別では南関東で平均出願件数が

約2件近くも減少している。これは、

指定校推薦合格者が増加（後述）して

専願合格者が増えたこと、総合型選

抜も含め年内入試と一般入試との併

願が減少した可能性が影響している

と考えられる。出願校数については

微減にとどまったという結果が出て

いるが、出願校が「地元の学校」か「地

元外の学校」かについて見てみると

（図表10）、「地元の学校のみ」が進学セ

ンサス2019と比較すると、大学進学

者全体では1.5%微増にとどまるが、

アーバン／ローカルで比較すると、

ローカルの高校生は「地元の学校の

み」に出願したと回答した高校生が進

学センサス2019（「家から通えるエリ

アの学校のみ」）と比べて13.9ポイン

トも増加しており、エリアを越えた進

学を控えた傾向があることにも、コロ

ナ感染拡大の影響が推測される。

続いて、進学先への入試方法への

影響を見てみたところ、進学センサス

2019と比較して指定校推薦が7.2％

プラスと大きく増えた一方、一般／共

通テストで合格した学生は7.8％減少

している。年内入試へのシフトはさ

らに強まっている。もちろんコロナ

影響のみが理由ではないが、安定を志

向して年明け入試を敬遠したことが

窺える（図表11）。

出願や入試といった「進学先を決定

する」段階でも、直接・間接にコロナに

よる影響があったと思われる。

図表8	 新型コロナウイルス流行の影響を受けて、第1志望校を変更したか（単一回答）/変更の理由（複数回答）

直接的なコロナ影響はないとしながらも、変更理由にコロナ影響が窺える。

図表10	 進学先として「出願した学校」のエリア（単一回答）

ローカルの高校生の地元志向が強くなっている。

図表11	 進学先へはどのような入試方法で合格したか（単一回答）

指定校推薦が増え、一般選抜共通テストが減少。

図表9	 出願した件数（単一回答）

件数は減少。指定校推薦合格が増えたこと等が影響か。
本調査平均 平均件数

（センサス）
本調査ー
平均件数

2.9 -

4.0 -

2.6 2.5 0.1

2.4 2.9 -0.5

3.1 3.8 -0.7

3.3 5.2 -1.9

2.2 3.0 -0.8

3.1 4.4 -1.3

2.7 4.1 -1.4

2.2 2.8 -0.6

2.1 2.6 -0.5

4.4 5.6 -1.2

1.9 1.8 0.1

2.0 2.3 -0.3

1.2 1.4 -0.2

（％）

13.0 87.0

変更していない変更した

全体　21卒大学進学者

進学センサス 2019（出願したエリア）
家から通える
エリアの学校

のみ

家から通えな
いエリアの学

校のみ
両方出願

した 無回答

51.0 23.7 23.9 1.4

66.2 10.2 22.0 1.3

28.0 44.0 26.8 1.5

（％）

全体 49.1

56.9 10.1 11.8 17.1 4.1

7.8 13.9 24.3 4.9

総合型選抜
学校推薦型選抜（公募制） 学校推薦型選抜（指定校） その他
一般選抜／共通テスト利用入試

進学センサス 2019

21卒大学進学者

（％）

全体

高校所在地

4月進学先
合格入試
（高 3）

45.0

32.7

34.7

47.7

43.4

48.5

45.1

45.5

44.1

12.1

76.2

53.9

88.1 5.14.4 0.0

25.7 7.8 6.4 4.0 2.1

6.3 5.3 6.9 3.8
1.6

19.3 21.4 12.0 25.7 9.5

18.2 22.1 10.6 4.9 0.0

16.9 21.0 6.3 10.4 0.0

40.6 22.2 15.3 5.9 13.2 2.8

16.1 6.5 7.6 17.8 6.9

42.4 30.4 12.0 15.2 0.0
0.0

9.5 8.4 8.4 15.6 9.7

11.1 18.1 3.6 21.5 2.3

13.6 26.6 4.8 2.5 4.8

33.8 4.6 8.8 18.1 0.0

13.1 12.3 5.4 22.2 9.5

15.3 13.2 7.0 14.3 5.2

2.0

10 件以上5-9 件4件3件2件1件

学校推薦型選抜（指定校）

学校推薦型選抜（公募制）

総合型選抜

一般選抜／
共通テスト利用入試

九州・沖縄

中国・四国

関西

東海

北陸

南関東

北関東・甲信越

東北

北海道

進学センサス 2019

大学進学者全体

（％）

0
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50
60

興味のある分
野が変わった

取りたい資格
が変わった

なりたい職業
が変わった

自分の学力に
合わせた

経 済 的 な 事
情があった

移動を伴う都
市 部 で の 受
験を避けるた
め

地元を出るつも
りだったが、地
元の学校に進
学することした

家 族 の 勧 め
があった

高 校 の 先 生
の勧めがあっ
た

その他

全体 大学進学者全体 35.4 20.8 17.4 41.3 19.6 13.7 18.3 11.1 12.4 9.1
高校所在地  アーバン 38.2 20.1 14.7 41.8 18.8 9.1 12.6 10.0 12.7 12.6
高校所在地  ローカル 30.1 22.2 22.5 40.4 21.1 22.5 29.0 13.3 11.9 2.7

（％）

全体

アーバン

ローカル

地元以外の学校（家から通えないエリアの学校のみ）
両方出願した 無回答

地元の学校（家から通えるエリアの学校のみ）

進学センサス 2019

21 卒大学進学者

進学センサス 2019

21 卒大学進学者

進学センサス 2019

21 卒大学進学者 48.5

51.7 30.6 17.7 0.0

66.2

41.9

28.0 44.0 26.8 1.5

45.3 12.8 0.0

10.2 22.0 1.3

35.4 16.1 0.0

51.0 23.7 23.9 1.4

志望校決定、出願や入試への影響
安全志向・地元志向　色濃く

2

21
卒

21
卒

21
卒

21
卒

特集 コロナ×入試改革をどう乗り越えたのか

     高校 生の変化対応力
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がまだ多くはないことは、情報伝達の

伸ばし余地とも捉えられる。ネットの

利点を生かしたコミュニケーション設

計次第でWEB OCが高校生に対する

有効な情報提供の機会となる可能性

はありそうだ。また、WEB OC上で大

学の学びの一部を実感することは、オ

ンラインコミュニケーションが教育の

ニューノーマルとなる今、大学入学後

の満足度にもつながるかもしれない。

づくりをすることがポストコロナにお

ける高等教育機関の役割となるので

はないだろうか。

（文／金剛寺 千鶴子）

最後に、分野を変更した高校生に対

してその理由を聞いた結果を紹介した

い（図表14）。1位が「興味のある分野

が新たに出てきたから」、次いで「将来

就きたい職業やキャリアイメージが明

確になったから」と前向きな理由が上

位となった。このコロナ禍において、

行動の制約や様々なリスクを感じなが

らも、未来のために自分らしい進学を

したいというこの思いを実現できる場

図表12はコロナ禍での進路選択活

動を振り返っての満足度を21卒の高

校生に尋ねたものである。今回「とて

も満足している」「まあまあ満足してい

る」の合計は約7割。同様の設問を

2016年の調査（「進学センサス」）で聞

いており、その結果と比較すると、エリ

アにばらつきはあるものの、平均で10

ポイント以上減少していることが分

かった。選択肢の内訳を見てみると

「とても満足している」が17ポイント減

少、「どちらでもない」が10ポイント増

加、「満足していない」はほぼ変わらな

いことから、コロナによって進路検討

が十分にできなかったことで、満足〜

どちらでもないという不完全燃焼な状

態が感じ取れる。

図表13に示したのは、「キャンパス

に行くOC」「WEB OC」に期待するこ

とを尋ねた結果である。21卒・22卒と

もに、リアルOCに対しては「キャンパ

スの雰囲気」「学部学科のカリキュラム

の説明」「先生の話」に期待し、WEB開

催においては「お金がかからない」「ど

こからでも参加可」「遠方からでも参加

可」と、それぞれに良い点を認識してい

るようだ。WEB OCに対する参加意

向が振るわないことについては前述し

たが、WEBならではのメリットも高校

生は理解している。WEB OC経験者

自分らしい、納得のいく進路選択はできたのか
微妙な満足度　「学びたい分野を学ぶが叶う大学」を知る情報提供を

3

図表12	 新型コロナウイルス流行禍での進路選択となったが、最終的な進路選択活動を振り返って、
どのくらい満足しているか（単一回答）

5年前と比較すると、満足度は大きく減少している。

図表13	「キャンパスに直接行くOC」「WEB OC」それぞれに期待すること（複数回答）

リアルOCとWEB OC、それぞれ期待することが異なる。

図表14	 分野の変更理由（複数回答 / 志望分野変更者のみ）

興味のあること、将来やりたいことを重視して変更した高校生が多い。

本調査ー進学センサス 2016 との比較
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（調査数 721） 27.9 22.2 20.8 7.7 5.7 14.5 4.6 44.0 35.6 17.4 29.4 7.7 39.9 40.4 35.6 10.6 10.9 12.8 16.0 19.8 14.6 15.9 0.4 4.9

WEB OC への期待
（調査数 721） 34.5 45.0 42.0 15.5 20.4 28.1 8.6 11.1 11.4 7.9 13.2 6.4 18.1 27.0 25.5 11.8 10.0 11.5 8.6 8.7 7.3 4.9 0.0 8.7
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興味のある分野が新たに出てきたから
取りたい資格が新たに出てきたから
希望分野がなくなったが、新たな希望分野がまだ決められない
その他

将来就きたい職業に魅力が減ったから
将来就きたい職業やキャリアイメージが明確になったから
志望する分野の魅力が減ったから

大学進学者全体全体

※進学センサス 2016「無回答」5.0％

※ 1	 リクルート進学総研 ｢ 進学センサス 2019｣
http://souken.shingakunet.com/research/
2010/07/post-e53f.html

※ 2	 以下の都道府県をアーバンとして定義し集
計した。（その他をローカルと定義）
埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、岐阜県、
静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、
大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
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